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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表示装置が設けられるとともに発熱する電気部品が収容された筐体と、
　人体の腕に巻かれて前記筐体を当該腕に装着させる装着部材と、
　前記筐体が腕に装着された状態で当該腕側に臨む複数の電極と、
　二つの前記電極間のインピーダンスを測定するインピーダンス測定部と、
　前記インピーダンス測定部で得られたインピーダンスが閾値より低い場合には、当該閾
値より高い場合に比べて、前記電気部品による発熱量が小さくなるよう、前記電気部品を
制御する制御部と、
　を備えた、電子機器。
【請求項２】
　前記電極の温度を検知する温度検知部を備え、
　前記制御部は、前記温度検知部によって検知された温度が高いほど、前記電気部品また
は前記筐体内の許容温度を高くする、
　請求項１に記載の電子機器。
【請求項３】
　前記電極は三つ以上設けられ、
　前記制御部は、二つの前記電極の複数の組み合わせのうち少なくともいずれか一つの組
み合わせ間のインピーダンスが前記閾値より低い場合には、前記電気部品による発熱量が
小さくなるよう、前記電気部品を制御する、請求項１または２に記載の電子機器。
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【請求項４】
　前記装着部材は、腕に巻かれる帯状部を有し、
　複数の前記電極が、前記帯状部の幅方向に沿って配置された、請求項１～３のうちいず
れか一つに記載の電子機器。
【請求項５】
　前記装着部材は、腕に巻かれる帯状部を有し、
　複数の前記電極が、前記帯状部の長手方向に沿って配置された、請求項１～３のうちい
ずれか一つに記載の電子機器。
【請求項６】
　前記装着部材は、腕に巻かれる帯状部を有し、
　複数の前記電極が前記帯状部の長手方向に沿って配置された複数の列が、前記帯状部の
幅方向に間隔をあけて配置された、請求項４または５に記載の電子機器。
【請求項７】
　複数の前記電極が絶縁体を介して一体化された電極ユニットを備えた、請求項１～３の
うちいずれか一つに記載の電子機器。
【請求項８】
　前記インピーダンス測定部で取得された前記インピーダンスが閾値より低い場合、およ
び前記インピーダンス測定部で取得された前記インピーダンスが閾値より高い場合のうち
少なくとも一方に対応した表示を行う表示部を備えた、請求項１～７のうちいずれか一つ
に記載の電子機器。
【請求項９】
　表示装置が設けられた筐体と、
　人体の腕に巻かれて前記筐体を当該腕に装着させる装着部材と、
　前記筐体が腕に装着された状態で当該腕側に臨む複数の電極と、
　複数の前記電極間の電気信号の電気的特性に基づいて、前記装着部材が衣類を介さずに
腕に巻かれた場合には前記装着部材が衣類を介して腕に巻かれた場合に比べて発熱が抑制
されるよう前記表示装置を制御する制御部と、
　を備えた、電子機器。
【請求項１０】
　電気部品が設けられた筐体と、
　前記筐体を人体に装着させる装着部材と、
　前記筐体が人体に装着された状態で当該人体側に臨む複数の電極と、
　複数の前記電極間の電気信号の電気的特性に基づいて、前記装着部材が被覆物を介さず
に人体に装着された場合には前記装着部材が被覆物を介して人体に装着された場合に比べ
て発熱が抑制されるよう前記電気部品を制御する制御部と、
　を備えた、電子機器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明の実施形態は、電子機器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、人体に装着可能な電子機器が知られている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００８－８６３９２号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
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　この種の電子機器では、一例としては、性能の低下を抑制しながら温度上昇を抑制でき
れば好ましい。
【０００５】
　そこで、本発明の実施形態は、一例として、性能の低下を抑制しながら温度上昇を抑制
可能な電子機器を得ることを目的の一つとする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の実施形態にかかる電子機器は、筐体と、装着部材と、電極と、インピーダンス
測定部と、制御部と、を備えた。筐体には、表示装置が設けられるとともに発熱する電気
部品が収容された。装着部材は、筐体を人体に装着するために設けられた。複数の電極は
、筐体が人体に装着された状態で当該人体側に臨む。インピーダンス測定部は、二つの電
極間のインピーダンスを測定する。制御部は、インピーダンス測定部で得られたインピー
ダンスが閾値より低い場合には、当該閾値より高い場合に比べて、電気部品による発熱量
が低くなるよう、電気部品を制御する。
【図面の簡単な説明】
【０００７】
【図１】図１は、実施形態にかかる電子機器の一例の斜視図である。
【図２】図２は、実施形態にかかる電子機器の一例が衣類が無い状態で人体の腕に装着さ
れた状態が示された説明図である。
【図３】図３は、実施形態にかかる電子機器の一例が衣類が有る状態で人体の腕に装着さ
れた状態が示された説明図である。
【図４】図４は、実施形態にかかる電子機器の一例を接触面側から見た平面図である。
【図５】図５は、実施形態にかかる電子機器の一例のブロック図である。
【図６】図６は、実施形態にかかる電子機器における温度制御の一例が示されたフローチ
ャートである。
【図７】図７は、第１変形例にかかる電子機器の一例を接触面側から見た平面図である。
【図８】図８は、第２変形例にかかる電子機器の一例の電極ユニットの平面図である。
【図９】図９は、第３変形例にかかる電子機器の一例の電極ユニットの平面図である。
【発明を実施するための形態】
【０００８】
　以下の例示的な複数の実施形態や変形例には、同様の構成要素が含まれている。よって
、以下では、同様の構成要素には共通の符号が付されるとともに、重複する説明が省略さ
れる。また、各実施形態や変形例に含まれる部分は、他の実施形態や変形例の対応する部
分と置き換えて構成されうる。
【０００９】
　また、以下の実施形態では、電子機器が装着部材付きのタブレット型（スレート型）の
パーソナルコンピュータとして構成された場合が例示されるが、本実施形態にかかる電子
機器は、これらには限定されない。本実施形態にかかる電子機器は、例えば、映像表示装
置（携帯プレーヤ）や、スマートフォン、携帯電話機、ＰＤＡ（personal digital assis
tant）、テレビ電話機、電子書籍端末、テレビジョン受像機等、人体に装着可能（着脱可
能）であって、筐体の内部に部品（電気部品や電子部品等）を備えて、表示出力や、音声
出力、音声入力、操作入力等が可能な機器として構成することができる。
【００１０】
＜実施形態＞
　本実施形態では、一例として、図１～３に示されるように、電子機器１は、筐体２と装
着部材３とを備える。筐体２には、表示装置４（表示部、電気部品）の少なくとも一部が
収容されている。また、筐体２には、基板１８（回路基板、プリント配線基板、電気部品
）が収容されている。また、筐体２には、発光部９（例えば、ＬＥＤ（light emitting d
iode）、表示部）が設けられている。
【００１１】
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　本実施形態では、一例として、図１に示されるように、筐体２は、表示装置４の表示画
面４ａに対する正面視（法線方向、直交方向からの視線）ならびに背面視では四角形状（
本実施形態では、一例として長方形状）の外観を呈している。また、筐体２は、本実施形
態では、一例として、前後方向（筐体２の厚さ方向）に薄い扁平な直方体状に構成されて
いる。筐体２は、面２ａ（正面、前面、面部）とその反対側の面２ｂ（背面、後面、面部
）と、面２ａと面２ｂとの間に亘る面２ｐ（側面、面部）と、を有する。面２ａおよび面
２ｂはいずれも、厚さ方向と交叉している。面２ａと面２ｂとは略平行である。また、面
２ａ，２ｂと面２ｐとは、交叉している（本実施形態では、一例として直交している）。
また、筐体２は、正面視では、四つの端部２ｃ～２ｆ（辺部、縁部、周縁部）と、四つの
角部２ｇ～２ｊ（尖部、曲部、端部）と、を有する。端部２ｃ，２ｅは、長辺部の一例で
ある。端部２ｄ，２ｆは、短辺部の一例である。
【００１２】
　また、筐体２は、壁部２ｋ（部分、プレート、前壁部、表壁部、天壁部、第一の壁部）
と、壁部２ｍ（部分、プレート、後壁部、裏壁部、底壁部、第二の壁部）と、壁部２ｎ（
部分、プレート、側壁部、端壁部、立壁部、亘部、第三の壁部）と、を有する。壁部２ｋ
は、面２ａを有する。壁部２ｍは、面２ｂを有する。壁部２ｎは、面２ｐを有する。壁部
２ｋ，２ｍ，２ｎは、いずれも四角形状（本実施形態では、一例として長方形状）である
。また、壁部２ｋ，２ｍ，２ｎは、いずれも板状である。壁部２ｋには、四角形状の開口
部２ｒが設けられている。
【００１３】
　さらに、筐体２は、複数の部品（分割体、部材）が組み合わせられて構成されている。
筐体２は、一例としては、部材２１（前側部材、カバー、ベゼル、プレート、第一の部材
）と、部材２２（後側部材、ベース、ボトム、プレート、第二の部材）と、を有する。部
材２１は、壁部２ｋを含む。部材２２は、壁部２ｍを含む。壁部２ｎは、部材２１および
部材２２のうち少なくともいずれか一方（本実施形態では、一例として部材２２）に含ま
れる。部材２１，２２は、例えば、金属材料や合成樹脂材料等で構成されうる。金属材料
は、例えば、鋳造や、プレス、切削等で構成することができる。合成樹脂材料は、例えば
、射出成形等で構成することができる。なお、筐体２は、部材２１，２２とは別の部材（
図示されず）を有することができる。
【００１４】
　また、本実施形態では、一例として、筐体２内には、表示装置４（表示部、ディスプレ
イ、パネル、表示部品）が収容されている。具体的には、使用者は、前方側から開口部２
ｒを介して表示装置４の表示画面４ａを視認することができる。表示装置４は、正面視で
は四角形状（本実施形態では一例として長方形状）の外観を呈している。また、表示装置
４は、前後方向に薄い偏平な直方体状に構成されている。表示装置４は、例えば、液晶デ
ィスプレイ（ＬＣＤ，liquid crystal display）や、有機ＥＬディスプレイ（ＯＥＬＤ，
organic electro-luminescent display）等である。なお、表示装置４は、フレキシブル
ディスプレイであってもよい。
【００１５】
　また、本実施形態では、一例として、表示装置４の前側（表側、壁部２ｋ側）には、透
明な比較的薄い四角形状の入力操作パネル５（タッチパネル、タッチセンサ、操作面、入
力操作部、入力受付部）が設けられている。入力操作パネル５は、表示画面４ａを覆って
いる。操作者（ユーザ等）は、例えば手指やスタイラス等によって、入力操作パネル５に
対して、触れる、押す、擦る、あるいは入力操作パネル５の近傍で動かす等の操作を行う
ことで、入力処理を実行することができる。また、表示装置４の表示画面４ａから出た光
は、入力操作パネル５を通過して壁部２ｋの開口部２ｒから筐体２の前方（外方）へ出る
。入力操作パネル５は、入力部の一例である。また、本実施形態では、一例として、表示
装置４および入力操作パネル５は、筐体２に、例えば、固定具（固定部品、例えば、ねじ
、金具、部品等、図示されず）や接着部（例えば接着剤や両面テープ等、図示されず）を
介して固定される（支持される）。なお、入力操作パネル５は、表示装置４内に含まれた
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インセルタッチパネルとして構成されてもよい。
【００１６】
　装着部材３は、筐体２（電子機器１）を人体に装着させる。本実施形態では、一例とし
て、装着部材３は、筐体２の壁部２ｍと結合（固定、接続）されている。装着部材３は、
帯状部３１と、結合部３２と、を有する。帯状部３１は、本実施形態では、一例として、
人体の腕１００（図２，３参照）の前腕に巻かれる。帯状部３１は、筐体２の短手方向（
端部２ｄ，２ｆに沿う方向、図２，３の左右方向）に沿って長く帯状（長方形状、短冊状
）に伸びている。本実施形態では、一例として、帯状部３１の幅は、筐体２の幅と略同じ
である。帯状部３１の長手方向（図２，３の紙面の奥行方向）の両端部３１ｂには、結合
部３２が設けられている。結合部３２は、本実施形態では、一例として、着脱可能な面フ
ァスナーである。帯状部３１を人体の腕１００の前腕の回りに巻いて、結合部３２同士を
結合することで、装着部材３ひいては筐体２（電子機器１）が、腕１００に装着される。
このとき、一例としては、筐体２は、前腕部の手首よりも肘側かつ手の甲に連なる側に、
腕１００に沿って長い姿勢で配置された状態で、使用される。
【００１７】
　ここで、図２に示されるように腕１００（人体）と筐体２（電子機器１）との間に衣類
２００（被覆物、図３参照）が無い（介在しない）場合は、図３に示されるように衣類２
００が有る（介在している）場合に比べて、筐体２の温度が腕１００に伝達されやすい。
このため、電子機器１の少なくとも一部が衣類２００を介さずに腕１００に直接接触して
いる使用者は、電子機器１の温度が自身の体温より高く、かつある程度温度差がある場合
、不快と感じる虞がある。この場合には、電子機器１の電気的な動作を抑制して発熱を抑
制すればよい。しかしながら、電子機器１の発熱を抑制する制御が常時実行されると、電
子機器１の動作が遅くなるなど、不便になってしまう。そこで、本実施形態では、一例と
して、電子機器１には、腕１００（の表面１００ａ）側に露出する複数の電極６が設けら
れ、二つの（少なくとも二つの、対をなす）電極６間での電気信号の電気的特性に応じて
、電子機器１の電気的な動作が制御される。すなわち、本実施形態では、一例として、二
つの電極６間の電気信号の電気的特性の測定値が、衣類２００が介在しない状態に対応す
る値である場合には、衣類２００が介在する状態に対応する値である場合に比べて、電子
機器１の電気的な動作が抑制されて発熱が抑制される。すなわち、二つの電極６間の電気
信号の電気的な特性の測定値が、衣類２００が介在する状態に対応する場合には、衣類２
００が介在しない状態に対応する場合に比べて、電子機器１の電気的な動作が抑制されに
くい。
【００１８】
　本実施形態では、一例として、図２，３に示されるように、電極６は、筐体２から突出
されて帯状部３１を貫通し、帯状部３１の腕１００側となる面３１ａから露出している。
よって、電極６は、電子機器１が腕１００に装着された状態で、当該腕１００側に臨む。
図２に示されるように、帯状部３１（装着部材３）が衣類２００の無い状態で腕１００に
巻かれた場合、電極６は、腕１００の表面１００ａ（皮膚、肌）と接触する。一方、図３
に示されるように、帯状部３１が衣類２００の有る状態で腕１００に巻かれた場合、電極
６は、当該衣類２００と接触する。図３に示されるように、二つの電極６のうち少なくと
も一方（図３では両方）が衣類２００（被覆物）に接触していると、それら二つの電極６
間では電流が流れにくくなる。一方、図２に示されるように、二つの電極６の双方が腕１
００に接触していると、それら二つの電極６間では衣類２００が介在している場合に比べ
て電流が流れやすくなる。
【００１９】
　本実施形態では、一例として、図４に示されるように、帯状部３１の筐体２の裏側の領
域に、帯状部３１の幅方向に沿って並んだ二つの電極６が設けられている。二つの電極６
は、幅方向に沿って並ぶことで、一例としては、腕１００の長手方向に並ぶことになる。
よって、一例としては、長手方向に沿っていない場合に比べて、二つの電極６の双方が腕
１００の表面１００ａまたは衣類２００に接触しやすい。
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【００２０】
　また、本実施形態では、一例として、図２，３に示されるように、電子機器１は、電極
６の温度を検知するセンサ７（温度検知部）を備えている。電子機器１の装着状態で、電
極６は、腕１００（人体）や当該腕１００を覆う衣類２００に接触しているため、センサ
７で検出される温度は、電極６が高温状態でない等の所定の条件下では、腕１００または
衣類２００の温度と見なすことができる。また、電子機器１は、筐体２内の温度を検知す
るセンサ８（第二の温度検知部）を備えている。センサ８は、発熱する電気部品（例えば
、表示装置４や、ＣＰＵ、その他基板１８に実装されたパッケージ等）の近くに設置され
うる。センサ７，８は、例えば、サーミスタや、熱電対、温度センサＩＣ等である。
【００２１】
　本実施形態では、一例として、図５に示されるように、電子機器１は、主制御部１０や
、入力部１１、出力部１２、記憶部１３、インピーダンス測定部１４、温度制御部１５（
制御部）、クロック制御部１６、表示制御部１７等を備えている。主制御部１０は、例え
ばＣＰＵ（central processing unit）等である。入力部１１は、例えば、入力操作パネ
ル５の他、操作ボタンや、マイクロフォン、キーボード、スイッチ等（図示されず）であ
る。出力部１２は、例えば、表示装置４、発光部９の他、スピーカや、ブザー等（図示さ
れず）である。記憶部１３は、例えば、ＲＡＭ（random access memory）や、ＲＯＭ（re
ad only memory）、ＨＤＤ（hard disk drive）、ＳＳＤ（solid state drive）等の、揮
発性あるいは不揮発性の、書き換え不能あるいは書き換え可能な、メモリあるいは記憶装
置である。記憶部１３のうち、不揮発性の記憶領域には、温度制御部１５での制御（演算
処理）に用いられるデータ（閾値データ、テーブル等）も記憶される。インピーダンス測
定部１４（電気的特性測定部）は、例えば、二つの電極６から腕１００（人体）に微弱電
流（交流電流）を流し、電極６間のインピーダンス（電気的特性）を測定する。インピー
ダンス測定部１４は、インピーダンス測定ＩＣとして構成されうる。温度制御部１５は、
例えば、インピーダンス測定部１４によるインピーダンス（電気的特性）の測定結果に基
づいて種々の電気部品の発熱を抑制する（温度を低下させる）制御を実行する。温度制御
部１５は、例えば、温度制御用ＩＣとして構成されうるし、ＥＣ／ＫＢＣ（embedded con
troller / keyboard controller）の機能の一部として構成されうる。また、温度制御部
１５は、センサ７，８から受けた信号から、センサ７，８で検知された温度（データ）を
取得する。クロック制御部１６は、例えば、温度制御部１５の指令により、ＣＰＵのクロ
ック周波数を低くするなど、ＣＰＵの発熱を抑制する（温度を低下させる）制御を実行す
る。表示制御部１７は、所定の画像や映像が表示されるよう、表示装置４を制御する。ま
た、表示制御部１７は、例えば、温度制御部１５の指令により、表示装置４における輝度
を低下させたり、放置されて表示画面４ａが暗くなるまでの時間を短くしたりするなど、
表示装置４の発熱を抑制する（温度を低下させる）制御を実行する。なお、主制御部１０
は、記憶部１３にインピーダンス（電気的特性）の値と人体の特性値（例えば、体脂肪率
等）とが対応づけて記憶されたテーブルを参照して、インピーダンスの測定結果に対応し
た人体の特性値を取得することができる。この場合、主制御部１０は、表示装置４で人体
の特性値が表示されるよう、表示制御部１７を制御することができる。
【００２２】
　さらに、温度制御部１５は、インピーダンス（電気的特性）の測定結果に応じて、発光
部９の発光状態を切り替えることができる。例えば、インピーダンスが閾値より小さいか
あるいは同じである場合には、赤色の発光部９を点灯させることができる。また、例えば
、インピーダンスが閾値より高い場合には、緑色の発光部９を点灯させることができる。
さらに、温度制御部１５は、表示制御部１７を制御することにより、インピーダンス（電
気的特性）の測定結果に対応した表示が行われるよう、表示装置４を制御することができ
る。例えば、温度制御部１５は、インピーダンスの測定値が表示されたり、インピーダン
スが低い場合には「肌」等の文字や赤色のマークが表示されたり、インピーダンスが高い
場合には「服」等の文字や緑色のマークが表示されたりするよう、表示装置４を制御する
ことができる。



(7) JP 5996371 B2 2016.9.21

10

20

30

40

50

【００２３】
　本実施形態では、一例としては、電子機器１では、図６に示される手順で、筐体２内の
電気部品の温度制御が実行される。まず、インピーダンス測定部１４（電気的特性測定部
）は、二つの電極６間のインピーダンス（電気的特性）を取得する（ステップＳ１）。次
に、温度制御部１５は、センサ７，８での温度の検知結果を取得する（ステップＳ２）。
次に、温度制御部１５は、取得されたインピーダンスと閾値とを比較し（ステップＳ３）
、インピーダンスが閾値より小さいかあるいは閾値と同じである場合には（ステップＳ４
でＹｅｓ）、温度制御部１５は、センサ８により測定された筐体２内の温度Ｔｃと許容温
度Ｔｘ１（上限温度）とを比較する（ステップＳ５）。ステップＳ５での許容温度Ｔｘ１
は、例えば、センサ７により測定された電極６の温度Ｔｅに、所定の許容温度幅ΔＴ１（
例えば、３℃）を加算した値である。すなわち、本実施形態では、一例として、電極６の
温度Ｔｅが高いほど、許容温度Ｔｘ１が高くなる。ステップＳ５での比較で、温度Ｔｃが
許容温度Ｔｘ１と同じかあるいはより大きい場合には（ステップＳ６でＹｅｓ）、温度制
御部１５は、電気部品の発熱を抑制する（温度を低下させる）制御を実行する（温度制御
Ａ、ステップＳ７）。具体的には、ステップＳ７で、温度制御部１５は、例えば、上述し
たように、クロック制御部１６や表示制御部１７に指令を送る。この指令により、クロッ
ク制御部１６は、ＣＰＵのクロックを低下させ、表示制御部１７は、表示装置４における
輝度を低下させたり、放置されて表示画面４ａが暗くなるまでの時間を短くしたりする。
また、ステップＳ４でＮｏである場合、すなわち、インピーダンスが閾値と同じかあるい
は閾値より大きい場合には、温度制御部１５は、温度制御Ａよりも緩やかに発熱を抑制す
る温度制御を実行する。具体的に、ステップＳ８で、温度制御部１５は、センサ８により
測定された筐体２内の温度Ｔｃと許容温度Ｔｘ２（上限温度）とを比較する（ステップＳ
８）。このステップＳ８での許容温度Ｔｘ２は、例えば、センサ７により測定された電極
６の温度Ｔｅに、所定の許容温度幅ΔＴ２（＞ΔＴ１、例えば、６℃）を加算した値であ
る。すなわち、本実施形態では、一例として、電極６の温度Ｔｅが高いほど、許容温度Ｔ
ｘ２が高くなる。ステップＳ８での比較で、温度Ｔｃが許容温度Ｔｘ２と同じかあるいは
より大きい場合には（ステップＳ９でＹｅｓ）、温度制御部１５は、電気部品の発熱を抑
制する（温度を低下させる）制御を実行する（温度制御Ｂ、ステップＳ１０）。そして、
電子機器１の電源がＯＦＦでない場合あるいはＯＦＦとならない場合（ステップＳ１１で
Ｎｏ）、ステップＳ１に戻る。一方、電源がＯＦＦである場合あるいは電源がＯＦＦとな
った場合（ステップＳ１１でＹｅｓ）、温度制御部１５は、一連の温度制御を停止する。
なお、ステップＳ５での比較で、温度Ｔｃが許容温度Ｔｘ１とより小さいかあるいは同じ
である場合（ステップＳ６でＮｏ）、ならびに、ステップＳ８での比較で、温度Ｔｃが許
容温度Ｔｘ２と同じかあるいはより大きい場合（ステップＳ９でＮｏ）には、ステップＳ
１１に進む。本実施形態では、一例として、電子機器１の電源がＯＮの間は、上記ステッ
プＳ１～Ｓ１１が繰り返される。
【００２４】
　以上、説明したように、本実施形態では、一例として、温度制御部１５（制御部）は、
インピーダンスが閾値より低い場合のステップＳ６およびステップＳ７（温度制御Ａ）で
は、閾値より高い場合のステップＳ９およびステップＳ１０（温度制御Ｂ）に比べて、発
熱量がより小さくなるよう（温度がより低下するよう）、電気部品を制御する。よって、
本実施形態によれば、一例としては、電子機器１が腕１００（人体）に直接接触している
場合には、電子機器１が衣類２００（被覆物）を介して腕１００に接触している場合に比
べて、電子機器１の温度の上昇が抑制される。よって、一例としては、使用者が不快感を
覚えるのが抑制されやすい。そして、一例としては、電子機器１の温度が、使用者が違和
感を覚えにくい程度である場合には、電子機器１の電気的動作が抑制されず、電子機器１
をより高性能な状態で使用することができる。
【００２５】
　また、本実施形態では、一例として、温度制御部１５は、センサ７（温度検知部）によ
って検知された温度が高いほど、電気部品の許容温度を高く設定する。よって、本実施形
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態によれば、一例としては、電子機器１の温度と体温との温度差が、それほど大きく無く
、使用者が違和感を覚えにくい程度である場合には、電子機器１の電気的動作が抑制され
ず、電子機器１をより高性能な状態で使用することができる。
【００２６】
　また、本実施形態では、一例として、複数の電極６が、帯状部３１の幅方向（電子機器
１の装着時にあっては腕１００の延びる方向）に沿って配置された。よって、本実施形態
によれば、一例としては、複数の電極６が腕１００の周方向に沿った場合に比べて腕１０
０または衣類２００により確実に接触しやすい。
【００２７】
＜第１変形例＞
　図７に示される本変形例でも、電子機器１Ａは、上記実施形態にかかる電子機器１と同
様の構成を備えている。よって、電子機器１Ａは、上記実施形態にかかる電子機器１と同
様の構成に基づく同様の結果が得られる。ただし、本変形例では、一例として、電子機器
１Ａは、三つ以上（本変形例では、一例として四つ）の電極６（６Ａ～６Ｄ）を備えてい
る。具体的には、二つの電極６Ａ，６Ｂは、帯状部３１の筐体２の裏側の領域で、帯状部
３１の幅方向の一方側の端部に沿って互いに間隔をあけて並んでいる。これら二つの電極
６Ａ，６Ｂは、帯状部３１の長手方向に沿って並ぶことで、一例としては、腕１００の周
方向に並ぶことになる。また、二つの電極６Ｃ，６Ｄは、帯状部３１の筐体２の裏側の領
域で、帯状部３１の幅方向の他方側の端部に沿って互いに間隔をあけて並んでいる。これ
ら二つの電極６Ｃ，６Ｄも、帯状部３１の長手方向に沿って並ぶことで、一例としては、
腕１００の周方向に並ぶことになる。
【００２８】
　また、二つの電極６Ａ，６Ｃは、帯状部３１の幅方向に沿って互いに間隔をあけて並ん
でいる。また、二つの電極６Ｂ，６Ｄも、帯状部３１の幅方向に沿って互いに間隔をあけ
て並んでいる。さらに、電極６Ａ，６Ｃは、筐体２の端部２ｃよりも端部２ｃ，２ｅ間の
幅方向に沿った中央線Ｍの近くに位置され、電極６Ｂ，６Ｄも、筐体２の端部２ｅよりも
中央線Ｍの近くに位置されている。よって、本変形例によれば、一例としては、電極６Ａ
～６Ｄが、端部２ｃ，２ｅの近くに位置された場合に比べて、腕１００（人体）または衣
類２００（被覆物）から浮く（離れる）のが抑制されやすい。
【００２９】
　電子機器１Ａが三つ以上の電極６を備える場合、二つの電極６の組み合わせが少なくと
も三とおり存在する。本変形例では、インピーダンス測定部１４は、通電する（測定に用
いる）二つの電極６の組み合わせを切り替え、電極６の異なる複数の組み合わせのそれぞ
れについて、インピーダンス（電気的特性）を測定することができる。そして、温度制御
部１５は、二つの電極６の複数の組み合わせのうち少なくとも一つの組み合わせ間（電極
６間）のインピーダンスが閾値より低かった場合には、発熱量がより小さくなるよう（温
度がより低下するよう）、電気部品を制御する。すなわち、本変形例によれば、一例とし
ては、電子機器１Ａが部分的に衣類２００（被覆物）を介さずに腕１００（人体）と接触
している場合に、電子機器１Ａの温度の上昇がより確実に抑制されやすい。
【００３０】
　また、本変形例では、電子機器１Ａを腕１００（前腕）に取り付けた状態では、電極６
Ａ，６Ｂおよび電極６Ｃ，６Ｄのうち一方が、帯状部３１の手首側の端部に位置される。
よって、衣類２００の袖口が帯状部３１の幅方向の中間部分に位置して、電子機器１Ａが
袖口より先（手首側）で部分的に衣類２００（被覆物）を介さずに腕１００（人体）と接
触している状態である場合には、電極６Ａ，６Ｂおよび電極６Ｃ，６Ｄのうち一方（手首
側に位置される組み合わせ）が、袖口より先の腕１００の表面１００ａと接触することが
できる。よって、この場合、当該一方間で測定されるインピーダンスが閾値より低いため
、温度制御部１５は、発熱量がより小さくなるよう（温度がより低下するよう）、電気部
品を制御する。すなわち、本変形例によれば、一例としては、電子機器１Ａが衣類２００
の袖口より先で腕１００と接触している状態である場合に、電子機器１Ａの温度の上昇が
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【００３１】
＜第２，第３変形例＞
　図８に示される第２変形例にかかる電子機器１Ｂ、および図９に示される第３変形例に
かかる電子機器１Ｃは、電極ユニット６０Ｂ，６０Ｃを備える点以外は、上記実施形態ま
たは第１変形例にかかる電子機器１，１Ａと同様の構成を備えている。よって、第２，第
３変形例にかかる電子機器１Ｂ，１Ｃによっても、上記実施形態または第１変形例にかか
る電子機器１，１Ａと同様の構成に基づく同様の結果が得られる。ただし、図８に示され
る第２変形例では、電子機器１Ｂは、複数の電極６（６Ｅ，６Ｆ）が、絶縁部材６０ａ（
絶縁体）を挟んで一体化された電極ユニット６０Ｂを備えている。かかる構成では、一例
としては、二つの電極６Ｅ，６Ｆが双方とも腕１００あるいは衣類２００に接触しやすい
。よって、本変形例によれば、一例としては、二つの電極６Ｅ，６Ｆを用いたインピーダ
ンス（電気的特性）の測定がより精度良く実行されやすい。また、一例としては、二つの
電極６Ｅ，６Ｆがより近接してよりコンパクトに配置されやすいので、一例としては、電
子機器１Ｂの筐体２内での部品のレイアウトの自由度が高まりやすい。なお、第２変形例
の電極ユニット６０Ｂは、第１変形例の電極６Ａ，６Ｂまたは電極６Ｃ，６Ｄとして用い
ることができる。また、図９に示される第３変形例にかかる電子機器１Ｃの筐体２に設け
られた電極６（６Ｇ，６Ｈ）が一体化された電極ユニット６０Ｃによっても、第２変形例
と同様の結果（効果）が得られる。第３変形例では、電極６Ｇは、円柱状に構成され、絶
縁部材６０ａは、電極６Ｇを囲う円管状に構成され、かつ電極６Ｈは、絶縁部材６０ａを
囲う円管状に構成されている。
【００３２】
　以上、本発明の実施形態を例示したが、上記実施形態はあくまで一例であって、発明の
範囲を限定することは意図していない。これら実施形態は、その他の様々な形態で実施さ
れることが可能であり、発明の要旨を逸脱しない範囲で、種々の省略、置き換え、組み合
わせ、変更を行うことができる。これら実施形態やその変形は、発明の範囲や要旨に含ま
れるとともに、特許請求の範囲に記載された発明とその均等の範囲に含まれる。本発明は
上記実施形態には限定されず、種々の変形が可能である。また、各構成要素のスペック（
構造や、種類、方向、形状、大きさ、長さ、幅、厚さ、高さ、数、配置、位置、材質等）
は、適宜に変更して実施することができる。例えば、電気的特性としてインピーダンス以
外の特性を用いてもよい。また、電極の数は四個以上であってもよい。
【符号の説明】
【００３３】
　１，１Ａ～１Ｃ…電子機器、２…筐体、３…装着部材、３１…帯状部、６，６Ａ～６Ｈ
…電極、７…センサ（温度検知部）、１５…温度制御部（制御部）、６０Ｂ…電極ユニッ
ト、６０Ｃ…電極ユニット、６０ａ…絶縁部材（絶縁体）、１００…腕（人体）、２００
…衣類（被覆物）。
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